
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小山内裏公園の里山広場、9 時から準備、10 時には、赤飯のアルファ化米の 

和風リゾットが炊き上がりました。熊本大地震の影響か、今年は、多くの方が参加され 

試食しました。 

“美味しい”、“”レシピは“と！ 

なかなか評判！ 

手ごたえを感じました。 

 

13 時過ぎには、5 キログラムの赤飯用アルファ化米が、底をつき、 

残り 40 分！ 

乾パンを使ったスープの調理に切り替え、14 時には、全てが終わりました。 

   アルファ化米：170 食 

乾パンスープ：４０食 

 

 

 

   

     

主催：チャレンジ防災実行委員会 

町田市社会福祉協議 会の

「炊き出し体験」ブースへ

NPO たまりば 救災食堂で

参加 

町田市と八王子市連携 

来て・見て・ 

楽しく体験しよう！ 



  

自立支援型 救災食堂 の開店          紙コップ工作のチャレンジ 

 

  
赤飯リゾット 準備              完成！ 

  

紙コップを持って試食 開始！ 

 

今年は、チャレンジ防災への参加は、２度目、準備は、スムーズに終える事が出来ました。 

紙コップを作成した方から試食していただくこととしなりましたが、危惧することなく、 

みなさん、真剣に、紙コップ作りを楽しんでいました。 

炎天下ではありましたが、工作への熱意とリゾットの美味さへの感動は、笑顔から伝わって 



きました。 

５Kg の赤飯用アルファ化米は、２時間半で、底を突き、急遽、乾パンスープを調理、 

これも、３０分ほどで試食が終わりました。 

   

        乾パンが柔らかくなるとお麩（ふ）のような感触 

 

相談： 

・小学校の先生方が、防災訓練の時、炊き出しを体験させたいと相談あり、活動の説明と同時に、

レシピと NPO たまりばのレジメを渡した。 

・玉川大学の防災サークルからイベント材料を探しているとのこと、NPO たまりば 活動を 

紹介とレシピと NPO 紹介レジメを 5 から６部を渡した。 

・アルファ化米は、どこで購入できるか 

 

自立支援型 救災食堂とは 

 食を通して自立支援のお手伝いをしたく始めました。 

    

災害から立ち直る、手助けの方法として、食が、あります。 

我々は、炊き出し配食するだけでなく、皆さんと一緒に、食材や調理道具の調達を行い。 

アイデアを出し合い、調理挑戦することにより、 

被災から、一歩前へ進む力を受け取ってください！ 

 

 

赤飯用アルファ化米の和風リゾット 

乾パンスープのレシピ 

下記ホームページで公開しています。 

NPO  たまりば 

http://npotamariba.org/tamariba/  

 

http://npotamariba.org/tamariba/

